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テーマ決定の理由

・授業でSDGsの学習をして男女差
別・格差について興味を持った。

・日本（身近）にはどのくらい差別
や格差があるのか気になった。

５．ジェンダー平等を実現させよう



現状
ジェンダーギャップ指数・・・１２０位

分野別指数 経済・・・１１７位

政治・・・９２位

教育・・・６４位

健康・・・１４７位

「The Global Gender Gap Report 
2021」(世界経済フォーラム)

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.gender.go.jp%2Fpublic%2Fkyodosankaku%2F2021%2F202105%2F202105_05.html&psig=AOvVaw080owv3otdsBWThmpqn5tR&ust=1626226912972000&source=images&cd=vfe&ved=0CAcQjRxqFwoTCJDAr7713vECFQAAAAAdAAAAABAD


問題点

•世界のジェンダーギャップ指数1位

の国でも値が0.892であること。

・日本の順位が低い

・女性の活躍が少ない

・男女役割分業意識が残っている。



これから

•政治や経済活動に女性も参加しやすくする。

•育休などの休みを男女ともに取りやすくする。

•女性が参加しやすい制度を社会全体でやるべき。



SDGs実現に向けて～10代からの提言～

•男性も育児休暇をとれるように、会社や周
りの人が、育児休暇を取りやすい雰囲気や
制度を作ること。



感想

•日本の経済、政治において男女差別・格差が多いこと
を再認識できた。

•男女差別・格差が生まれる原因として、男女役割分業
意識が関係していることが分かった。

•具体的な原因として男性、女性の育児休暇の取得率が
大きく影響していると思う。


